
第 1５3 回 人間サイエンスの会(NS) 講演会   

一般の方も、参加申込可能。 当会は、衆参約 20 名の議員が加盟している、超党派の国会議員連盟です。  
要 事前申込・振込。定例第３木曜。 詳細 HP:  http://npo-iri.org/  HP 左上人間サイエンスの会とは。 
  

日時 平成 25 年6 月 20 日（木） 午後 3 時～5 時 
※講演後、同階食堂にて７時まで自主交流会（希望者のみ：要 1 品以上食券注文) 

場所 衆議院第一議員会館 大会議室 丸の内線「国会議事堂前」下車２分 
 

演題 科学をはるかに超えた現実 
-救急医療の現場から- 

講師 矢作 直樹氏  医師、医学博士 

 東京大学 大学院医学系研究科救急医学分野教授・医学部附属病院救急部・集中治療部部長 
 

〈講演内容抜粋〉→詳細 http://npo-iri.org/ 

   
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
ご参加法：事前申込・振込制：①参加申込、②会費振込、③返信メール受取、④当日受付へ 
① 参加申込：下記 NS 世話人にメール nsnpoiri@gmail.com で、または Fax で、下記項目を： 

NS 演者名参加希望、ビラを見てなど、氏名ふりがな、自宅〒住所、詳細社名・肩書き（主婦は主婦と）、 
参加希望動機、を明記。 

  または、http://npo-iri.org/ から打ち込み。詳細は左のホームページご参照。 
参加申込・問合先： NS 世話人 山本 景（けい）nsnpoiri@gmail.com  Fax 043-255-9143 

電話 080-5401-3837  ＊当方が担当していますので、議員会館や議員事務所には電話しない事。 
② 会費振込 3,000 円（１回のみ=当月当月会員）→その他、年会費を払う割引制度も http://npo-iri.org/ 
お振込み先：下記①または②に：   

1. ゆうちょ銀行 １０５５０ ８ ５５２３８１ 
名義： 特定非営利活動法人国際総合研究機構 NS 部会 
カナ： トクヒ）コクサイソウゴウケンキュウキコウ エヌエスブカイ 

2. みずほ銀行（０００１）   稲毛支店（３３６） 普通   ４０４９６２４ 
名義： 人間サイエンスの会   カナ： ニンゲンサイエンスノカイ 

・団体名にてや複数名分をお振込みの場合は、必ず、「会費の内訳」として、 
振込目的、内訳、振込名義団体名、参加者全員の個人名、連絡先、などをメールに明記。 

・一度納入された会費は、返金されません。 
ただし、当月会費は、講演会３日前までにメールにて欠席の連絡があり、次回以降に回すか、 

ご推薦の代わりの方の申込があれば、振替えます。 
・当お振込は、参加費でなく、共催・運営 NPO 法人国際総合研究機構(IRI＝アイリ) NS 部会への一部ご寄付扱いと 

なり、NS の運営のみに使用されます。国会議員連盟「人間ンサイエンスの会」（NS)には一切入金されません。 
④ 入館受付： 2:20～2:35 の間のみに会館玄関左側ホール中央机専用受付にて。 

1.運転免許証・パスポート等の顔写真付公的証明書、2.振込証拠、3.返信メールを、ご持参ご提示。 
服装： 背広・ネクタイ または 同等、 遊着は禁止。 
交通：東京駅から 地下鉄丸ノ内線３駅目「国会議事堂前」徒歩２分 http://npo-iri.org/ 左メニュー参照。 
 

主催： 超党派 国会議員連盟 会長 山本 有ニ 衆議院議員（元 金融大臣・再チャレンジ大臣） 
共催・運営： NPO 国際総合研究機構(IRI)  NS 部会 http://npo-iri.org/  http://www.a-iri.org/iri-jp/  

NS 世話人代表 山本 幹男(医学博士・工学博士) nsnpoiri@gmail.com  090-9232-9542 

 
虚心坦懐に見ていると臨床現場をはじめこの世ではいろいろなことがあります。この世の世界では限られた

波長（おおよそ 400nm-800nm：nm は m の 10-9 ）のもののみが“見える”ということを理解されているはず
です。テレビの映像のもとになる電波（VHF で 2m、UHF で 0.5m）ももちろん見えません。レントゲン写真
で使う X 線（0.01nm）も見えません。このように身の回りに見えなくても存在していると認識されているもの
がたくさんあります。 さて、医療現場では、私たちの予測と異なって明らかに助かって社会復帰することが
無理と思われた症例が無事だったり、その逆だったりすることがしばしば起こります。また医療現場や身の回
りでは憑依のような霊障を経験します。このような事例は、交霊によりこの憑依をはずす（浄霊）ともとにも
どることも経験します。こうした経験と先人の教えから私たちのからだは目に見える体とその働きによる心の
ほかに目に見えない意識体としての霊魂があることがわかります。 近代の教派神道の教祖たちにみられるよ
うに神人合一（本人が高次意識と繋がること）により天啓をいただき、それを言葉に発したり自動書記をした
りしてその教えを残してきた事例は多々あります。  今回は、私たちが霊心体により成り立っていることを
お示し、現代の科学では到底説明できない天壌無窮の世界の素晴らしさを感じていただければ幸いです。 

  

 


